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振り込め詐欺
多発中!!!
振り込め詐欺
多発中!!!
あなたも
狙われています!?
振り込む前に相談を

　市内で、振り込め詐欺被害が多発しています。被害に遭われた方のほとんどが、振り込め詐欺につ
いては知っていたが、まさか自分がだまされるとは思っていなかったと話しています。「自分は大丈
夫！」と思わずに、この機会にもう一度、被害に遭わないよう正しい知識を身に付けましょう。

　被害を未然に防ぐためには、市内の金融機関の協力が不可欠です。預貯金
をおろす金額が大きかったり、携帯電話をかけながらATMで振り込んだり
する方には「声かけ」をしてもらい、最後の砦となっていただいています。
おかげで、今年は９月末までで３件の被害を防ぐことができました。　
　被害に遭わないために一番効果的なことは、常時「留守番電話」にセット
しておき、電話がかかってきてもとりあえず「留守番電話」で受け
ることです。また、ナンバーディスプレイ機能を活用し、非通知な
ら電話に出ないことや「この電話の内容は録音されています」と
流れる録音機械を使うことだけで、とても効果的だとされてい
ます。
　市内の被害件数は増加しています。また、１回被害に遭う
と、２回、３回と狙われやすくなります。不審な電話がか
かってきたら、お金を振り込んだりする前に、必ず誰かに
相談しましょう。また、家族や地域で声を掛けあい、被害
に遭わない環境を作りましょう。

　
振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
架
空
請
求

詐
欺
」「
還
付
金
等
詐
欺
」
の
４
つ
を

言
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詐
欺
被
害
に

つ
い
て
、
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐
喝
）

　
息
子
を
か
た
り
、「
会
社
の
金
を
使
い

込
ん
だ
」「
不
倫
相
手
の
中
絶
費
、
示

談
金
が
い
る
」
と
言
っ
て
不
安
に
さ

せ
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
現
金

を
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
で
送
ら
せ

た
り
、
自
宅
な
ど
に
犯
人
が
来
て
現
金

を
直
接
だ
ま
し
取
る
も
の
で
す
。

●
融
資
保
証
金
詐
欺

　
実
際
に
融
資
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
融
資
申
込
者
か
ら
保
証
金
名
目
な

ど
で
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し

取
る
も
の
で
す
。

●
架
空
請
求
詐
欺
（
恐
喝
）

　
利
用
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

架
空
の
支
払
い
請
求
を
郵
便
、
メ
ー
ル

な
ど
で
送
り
付
け
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
て
だ
ま
し
取
る
も
の
で
す
。

●
還
付
金
等
詐
欺

　
市
役
所
・
社
会
保
険
庁
な
ど
を
か
た

り
、
医
療
費
な
ど
還
付
手
続
き
を
装
っ

て
被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
現

金
を
だ
ま
し
取
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
、
県
内
の
被
害
件
数
は
2
7
0

件
で
し
た
。
今
年
は
９
月
末
ま
で
で
、

3
７
２
件
発
生
し
て
お
り
、
す
で
に
昨

年
よ
り
79
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
被
害

額
も
約
18
億
円
で
、
約
５
億
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
今
年
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
、

７
件
の
被
害
届
が
出
さ
れ
、
被
害
額
は

5
3
0
0
万
円
で
す
。
昨
年
の
被
害

が
、
１
件
79
万
円
だ
っ
た
の
に
比
べ
、

急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

７
件
の
ほ
と
ん
ど
が
、
70
代
・
80
代
の

一
人
暮
ら
し
の
女
性
で
す
。

　
し
か
し
、
被
害
届
を
出
さ
な
い
人
、

被
害
に
遭
っ
て
も
気
付
か
な
い
人
も
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
た

数
字
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

交通安全応援サポーター
軽トラ市のマスコットで、
市営業部長の「のんすけ」

新城警察署広報大使
ＦＭ豊橋のパーソナリティー
「モエモエ」さん

振
り
込
め
詐
欺
と
は
!!

被
害
状
況
は
!!

Interview
インタビュー

新城警察署　生活安全課長　塚田幸志警部

　不審な電話や郵便物、メールなどが届いたら、一人で悩んだり相手に連絡したりする前に、新城
警察署（　22‐0110）、警察の相談専用ダイヤル（♯9110）や近くの駐在所へ相談してください。TEL

①「オレだけど」 ②「会社のカネを使い込んだ。今日中にお金を入れないと…。」

③「急いで!!」 ④「えっ!　詐欺」

人ごとではありません !
あなたにも突然電話が
入るかもしれません !

絶対にだまされないように
注意してください。



平成25年度一般会計の決算

市の財政状況をお知らせします
　市の平成25年度決算ならびに、平成26年度上半期（9月末現在）の予算執行状況についてお
知らせします。
　平成25年度一般会計の決算額は、歳入が226億6,030万円、歳出が215億9,852万円となりま
した。繰越金は10億6,178万円で、平成25年度から平成26年度へ繰越して行う事業に1億8,305
万円充てられますが、そのほかの繰越金8億7,873万円は、平成26年度の事業に充てられます。
　平成25年度は、新東名開通に向けた道の駅「もっくる新城」の建設着手や文化会館などの老
朽化した施設の改修工事などを行ったほか、「こども園」や「自治基本条例」、「地域自治区制度」
など、市民自治社会の創造に向けた新たな取り組みを始めました。
　また、平成26年度では、各地域自治区から提案された地域として優先度の高い事業を実施す
る「地域自治区予算」を新たに計上したほか、庁舎建設、芳ヶ入住宅建設、作手総合支所建
設、新城地区こども園建設など大型事業に着手しています。

歳入（226億6,030万円） 歳出（215億9,852万円）
民生費　55億2,934万円

市債　17億5,310万円

地方消費税交付金　4億8,013万円

繰越金　11億9,539万円

国庫支出金
19億3,864万円

県支出金
13億7,795万円

諸収入　8億8,662万

負担金など　4億5,321万円

市税　74億9,100万円

そのほか　12億7,315万円

総務費　32億896万円

消防費   13億1,668万円

公債費　29億5,339万円

衛生費　28億3,709万円

教育費　17億1,811万円

土木費　17億9,490万円

そのほか　22億4,005万円

地方交付税　58億1,111万円

市債の状況
……225億7,283万円
……111億1,822万円
……  61億1,506万円
……398億   611万円

一般会計分
特別会計分
企業会計分
合　　　計

財産の状況
………………4,873,057㎡
…………………283,953㎡
……………76億6,633万円

土   地
建   物
基   金

一般会計でみた
市民一人当たりのお金

負担された市税
151,410円

交付税・国県支出金など
285,144円

使われたお金 
436,554円

〔市役所関連施設〕 年末年始の業務案内

市役所（本庁）
鳳来総合支所
作手総合支所
市民病院
設楽原歴史資料館
鳳来寺山自然科学博物館
長篠城址史跡保存館
作手歴史民俗資料館
勤労青少年ホーム
新城武道場（旧市民体育館分館）
作手診療所
しんしろ助産所

可燃ごみ収集

クリーンセンター（自己搬入）
資源集積センター（自己搬入）
鳥原埋立処分場（自己搬入）
し尿収集（新城市清掃センター）
し尿収集（作手）

12月
27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬ 1㈭ 2㈮ 3㈯

1月平成27年

1月平成27年

1月平成27年

備　　考

備　　考

備　　考

休
休
休

休

正午まで

通常通り
水・土
収集地区

午前9時～
午後3時30分

通常通り
月・木
収集地区

通常通り
火・金
収集地区

通常通り
水・土
収集地区

正午まで 正午まで 正午まで
正午まで

休休
休

休
休
休

休
休
休

休

休
休
休
休

休
休

作手B&G海洋センターも同じ

12/27と1/3の土曜証明
窓口は、お休みします

4㈰

27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬ 1㈭ 2㈮ 3㈯ 4㈰

27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬ 1㈭ 2㈮ 3㈯ 4㈰

休
休
休
休

休
休

午後5時まで

午後5時まで

休
休
休
休

休
休

午後5時まで

午後5時まで

【ごみ・し尿収集関係】

【斎苑関係】

しんしろ斎苑

収集カレンダーの通り

休

休休
休
休

休

休

休（友引）

12月

12月

休

※12月29・30・31の可燃ごみは、午前8時30分までに集積場に出してください。

休

（企業会計の予算は支出予算額です）

会　計　名　称

234億4,127万円

147億6,266万円

54億7,595万円

42億9,263万円

1億8,018万円

15億2,033万円

9億799万円

8億2,045万円

1,100万円

2億6,180万円

11億3,001万円

1億6,232万円

61億8,699万円

46億9,460万円

14億7,668万円

1,571万円

443億9,092万円

226億6,030万円

143億1,227万円

53億9,452万円

42億5,309万円

1億7,491万円

14億6,355万円

8億4,666万円

8億79万円

1,013万円

7,165万円

11億2,823万円

1億6,874万円

53億7,504万円

44億918万円

9億5,409万円

1,177万円

423億4,761万円

215億9,852万円

137億8,517万円

50億572万円

42億5,118万円

1億7,010万円

14億4,001万円

8億4,399万円

7億9,652万円

988万円

7,153万円

11億1,550万円

8,074万円

58億3,893万円

45億3,087万円

12億9,335万円

1,471万円

412億2,262万円

収入済額予　算　額 支出済額

241億5,693万円

140億2,578万円

49億6,921万円

44億4,786万円

1億8,100万円

15億5,754万円

5億4,420万円

8億2,820万円

1,120万円

1億792万円

12億1,370万円

1億6,495万円

75億8,460万円

59億9,700万円

15億7,388万円

1,372万円

457億6,731万円

110億9,818万円

43億7,869万円

20億540万円

17億7,574万円

5,326万円

1億3,240万円

5,479万円

9,680万円

241万円

5,478万円

2億311万円

0万円

25億7,429万円

21億2,205万円

4億4,547万円

677万円

180億5,116万円

80億2,569万円

53億2,806万円

21億3,834万円

18億5,334万円

7,321万円

3億2,808万円

1億4,044万円

3億1,047万円

219万円

181万円

4億8,018万円

0万円

33億1,657万円

28億3,015万円

4億8,116万円

526万円

166億7,032万円

収入済額予　算　額 支出済額

平成25年度 　決算額 平成26年度 （９月末現在）

一　般　会　計

特 別 会 計 合 計

企 業 会 計 合 計

総　　合　　計

平成25年度決算と平成26年度(9月末現在)収入支出状況

国民健康保険特別会計

介護保険事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

地域下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

財 産 区 会 計

新城市民病院事業会計

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

財政課  　　23‐7616TEL問 本
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TEL

問
本
市
民
自
治
推
進
課

　
23
‐
7
6
9
2

第
７
回

新
城
市
若
者
政
策
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た

公式facebookとLINEを開設していま
す。若者に関するお得な情報をお届け
します。興味のある方はぜひご登録を
お願いします。

「若者議会」について議論しました

今までの論点

若者政策ワーキング番外編

穂の香看護専門学校
との意見交換

ＪＣ（青年会議所）
での発表

市民病院で話を聞く

☆若者政策プレゼンバトル☆

「新城駅前で飲もう！
　　　　～ぶらりマップを片手に～」

　
８
月
26
日
㈫
第
７
回
若
者
政
策
ワ
ー
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
み
っ
ち
り
プ

ラ
ン
を
練
り
ま
し
た
。

　
３
つ
の
ル
ー
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
施
策
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

　
施
策
を
発
表
後
、
み
ん
な
で
採
点
し
、
チ
ー

ム
の
平
均
点
で
対
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

豊川・豊橋で飲んでいる若者に、新城駅前の
居酒屋を知ってもらうため、若者目線で駅前
飲食店街のぶらりマップを作成する。

「勤労青少年ホームに
　　　　　青少年を取り戻す！！」

昼間はカフェ、夜はスポーツバー、
バンドもダンスもダーツもできる、
勤労青少年ホーム（KSH）から若
者カルチャーを発信していく。

「楽しい図書館の作り方
～みんなでつくる素敵な休日～」

図書館２階にある展示物を設楽原歴
史資料館に移し、空いた場所をコ
ミュニティースペースとして利用可
能に。Wi-Fi環境の整備。

・若者が提言した施策を市政に反映
　させる仕組み
・定数　・任期
・選出母体　・報酬

VS

チームCチームB

チームA

チームCチームB

チームA

訪問看護
ステーション便り

訪問看護
ステーション便り

訪問看護
ステーション便り

　疾病・障害を持ち、療養をしながらご家庭
で生活されている全ての方が対象です。赤
ちゃんからお年寄りまで、性別・国籍・宗
教・地域など関係ありません。また、ご本人
だけでなく、支えているご家族もサポートし
ます。
※平成12年4月から施行された介護保険で、
要支援・要介護に認定された方はもちろ
ん対象です。

※利用には、医師の「訪問看護指示書」が必
要です。

　右の図のように、病状によって適用される
保険が異なります。お気軽に、お問い合わせ
ください。

TEL

問訪問看護ステーション
しんしろ　　32‐2416

訪問看護は、どんな人が
受けられるの？

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

末期の悪性腫瘍
多発性硬化症
重症筋無力症
スモン
筋萎縮性側索硬化症
脊髄小脳変性症
ハンチントン病
進行性筋ジストロフィー症

9.
※

10.

11.

パーキンソン病関連疾患
進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核
変性症、パーキンソン病（ホーエ
ン・ヤールの重症度分類がステージ
３以上であって、生活機能障害度が
Ⅱ度またはⅢ度のものに限る）
多系統萎縮症（線条体黒質変性症、
オリーブ橋小脳萎縮症およびシャ
イ・ドレーガー症候群）
プリオン病

12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.

亜急性硬化性全脳炎
ライソゾーム病
副腎白質ジストロフイー
脊髄性筋萎縮症
球脊髄性筋萎縮症
慢性炎症性脱髄性多発神経炎
後天性免疫不全症候群
頸髄損傷
人工呼吸器を使用している状態

厚生労働大臣が定める疾病などに該当するもの

利用者は何歳?

厚生労働大臣が定める疾病などに該当

急性増悪期・終末期など特別訪問看護指示書の交付がある場合

40歳未満 40歳以上65歳未満

２号被保険者の
特定疾病に該当

65歳以上

非該当 要支援・要介護者※

要介護認定の申請

医療保険
・週３日まで

介護保険
・ケアプランに基づき提供

医療保険
・週4日以上の利用が可能
・2ヵ所または3ヵ所のST
利用が可

医療保険
・週4日以上の利用が可能
・2ヵ所または3ヵ所のST
利用が可

※65歳以上で要介護認定を受けていない方は医療保険による訪問看護を利用することができます。

NO

YES

YES YES NO
NO

NO
YES

1.
2.
3.
4.
5.
6.

がん（末期）※
関節リウマチ
筋萎縮性側索硬化症 
後縦靱帯骨化症 
骨折を伴う骨粗鬆症 
初老期における認知症

7.

8.
9.
10.
11.

進行性核上性麻痺、大脳皮質基底
核変性症およびパーキンソン病
脊髄小脳変性症 
脊柱管狭窄症 
早老症 
多系統萎縮症

12.

13.
14.
15.
16.

糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症
および糖尿病性網膜症 
脳血管疾患 
閉塞性動脈硬化症 
慢性閉塞性肺疾患 
両側の膝関節または股関節に著し
い変形を伴う変形性関節症

2号被保険者の特定疾病に該当するもの

※医師が一般的に認められている医学的知見に基づき、回復の見込みがない状態に至ったと判断したものに限ります。

No.1
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平成27年度 児童クラブ加入申し込みのご案内『市民 まち 未来』が見える新城型庁舎の
完成に向けて

ひ　　 と

開設時間
下校後～午後6時
※土・日曜日、祝日、お盆（8月13日～15日）、年末年始（12月29日～1月3日）を除く
※春・夏・冬休み期間、小学校振替休日は午前8時～午後6時
※自然災害などで、小学校が休校になった場合は、開設しません。

対象児童

保護者負担金

児童クラブ開設時間中に、保護者の就労などにより、児童をみることができない家庭の1～6年生
※加入申し込みが施設定員を超える場合は、低学年児童の加入を優先した後、高学年児童はその児童と兄
弟・姉妹となる児童の加入を優先します。

　近年、大型建設事業における技術者、作業員などの不足や労務費、資材価格の高騰により建
設工事の入札不調が全国的に増え続けています。この状況を受け、市では新庁舎実施設計に
ECI（アーリー・コントラクター・インボルブメント）方式を導入し、入札契約の新たな取り
組みを行っています。
　このECI方式は、実施設計の段階から施工候補者が参画し、施工候補者が持つ優れた技術や
経験、特許などを実施設計に反映した後に、価格などの交渉により施工候補者と工事請負契約
を締結する方式を言います。
　ECI方式を導入するメリットとして、入札不調対策のほかに事業費と工期の圧縮が期待でき
ます。一方デメリットとしては、新たな取り組みのためECI方式のノウハウが少ないことが挙
げられますが、この取り組みは、国土交通省の「多様な入札契約方式モデル事業」に採択さ
れ、事業支援者の派遣などの国の支援を受けて進めています。
　現在は、プロポーザル方式により施工候補者を選定しており、この１月には施工候補者を特
定する予定です。その後、市、設計業者、施工候補者が協働で実施設計を進め、平成28年3月
に完了する予定です。
　なお、実施設計者は基本設計に引き続き、株式会社山下設計中部支社が受注しました。

「児童クラブ加入申込書」などの配布
こども未来課、鳳来・作手各総合支所地域振興課、各児童クラブ、各こども園で配布します。なお、市
ホームページからもダウンロードできます。

加入申し込み受け付け

児童クラブ開設場所および施設定員一覧

受付期間　12月1日㈪～26日㈮
「児童クラブ加入申込書」などに必要事項を記入の上、受付期間内にこども未来課または、鳳来・作手各
総合支所地域振興課に提出してください。
※継続利用を希望される方、来年度長期休みのみ利用を希望される方も、受付期間内に提出してください。

※1 長期休みのみ開設します。
※2 平成27年4月から小学校内で開設できるよう調整中のため、施設定員に変更が生じる場合があります。
【注】長期休み期間は、小学校区以外の児童でも、受け入れ可能な児童クラブに加入することができますので、ご相談ください。

こども未来課  　　23‐7622TEL問申 本

契約検査課  　　23‐7614TEL問 本

新城

千郷

東郷西

東郷東

舟着

八名

庭野

鳳来中部

東陽

作手

鳳来寺

黄柳川

新城児童クラブ

中央児童クラブ

千郷東児童クラブ

ちさと館児童クラブ

千郷小児童クラブ

千郷中児童クラブ

東郷西児童クラブ

東郷東児童クラブ

舟着児童クラブ

八名児童クラブ

庭野児童クラブ

鳳来中部児童クラブ

東陽児童クラブ

作手児童クラブ

鳳来寺児童クラブ ※1

黄柳川児童クラブ ※1

小学校区 児童クラブ名

新城小学校内

千郷東こども園内

ちさと館内

千郷小学校内

千郷中学校内

東郷西小学校内

東郷東小学校内

鳥原児童館内

老人ホーム寿楽荘内 ※2

庭野公民館内

鳳来中部小学校内 ※2

東陽小学校内

作手小学校北校舎内

鳳来寺小学校内

黄柳川小学校内

開設場所

25人

35人

30人

30人

30人

30人

45人

25人

15人

10人

10人

10人

20人

20人

20人

20人

施設定員

通年利用の児童1人当たり
（おやつ代を含む）

長期休みのみ利用の児童1人当たり
（おやつ代を含む）

春休み（3月・4月）　 各1,500円
夏休み（7月）　　　　　2,000円
夏休み（8月）　　　　　8,000円
冬休み 　　　　　　 　　1,500円

月額　5,000円
※8月のみ8,000円

傷害保険料
（児童1人当たり）

年額　600円

平成26年10月現在

今年度の主な動き～実施設計～

入札不調対策に新たな一手　ECI方式による実施設計の取り組み

　旧新城市民体育館は、昭和44年に建設して以来、多くの皆さんに親しまれてきましたが、新
庁舎の建設に伴い、この11月30日をもって閉館しました。
　長きにわたり市民体育館としてご利用いただき、ありがとうございました。
　12月から、順次解体作業を進めます。作業中は、ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力を
お願いします。
工事概要
・工 事 名　旧新城市民体育館解体工事
・工　　期　平成26年10月29日から
　　　　　　平成27年3月27日まで
・施工業者　株式会社 光
・工事内容　建屋の解体および付属施設、植栽の撤去

旧新城市民体育館解体工事

事業スケジュール

45年の歴史に終止符

年度 26 27 28 29 30～
旧市民体育館解体工事
実施設計
建設工事（建屋・外構）
事務所移転
現庁舎解体工事
史跡調査・外構・道路

【注】長期休みに係る保護者負担金については改定を予定しています。決まり次第公表します。



　環境課がクリーンセン
ターへ、地域エネルギー
推進課が勤労青少年ホー
ムへ移転しました。

　財政課、契約検査課、
人事課が第２庁舎へ移転
しました。

　教育委員会に所属
する全ての課が、鳳
来総合支所へ移転し
ました。
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旧市民体育館内の事務室を
移転しました！
　旧市民体育館の解体工事に伴い、館内にありま
した事務室を次の通り移転しました。このうち、
教育委員会に所属する課は、鳳来総合支所へ移転
したため、電話番号が変わりました。お間違いの
ないようお願いします。

行政課  　　23‐7611TEL問 本

TEL

庁舎配置図

文化会館

移動

移動

①

②

③

④⑤

⑥

⑦
①仮庁舎
②東庁舎
③第2庁舎
④本庁舎
⑤旧市民体育館
⑥西館（はつらつセンター）
⑦勤労青少年ホーム

第2庁舎
書庫書庫

倉庫

印刷室給湯室

財政課
　23‐7616
契約検査課
　23‐7614

TEL

TEL

更衣室

更衣室

更衣室

電話交換室

会議室

人事課
　23‐7619
情報システム課
　23‐7612

TEL

TEL

1F 2F

会議室

会議室

ＷＣ

ＷＣ

和室

会議室

スポーツ課
愛知県
林務課

学校
教育課 印刷室

廊下

教育長
室文化課 生涯

学習課
教育
総務課

①鳳来総合支所２Ｆ

②開発センター２Ｆ②開発センター
①鳳来総合支所

鳳来総合支所案内図

 
② 

 

 

国道1
51号

線
至
新
城
市
街

至浜松

至鳳来寺

至本長篠駅

至
東
栄

①

 教育総務課

 学校教育課

 生涯学習課

32‐0645

32‐0646

32‐0647

文　化　課

スポーツ課

32‐0648

32‐0649

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

電話番号の変更はありません。

電話番号の変更は
ありません。 勤労青少年ホーム クリーンセンター（日吉）

　23‐7677

ＷＣ

ＷＣ

倉庫

ＥＶ

軽運動場

集
会
室

給湯室

地域エネルギー
推進課
　23‐7690

勤労青少年
ホーム２Ｆ

TEL



３．職員の勤務時間・そのほかの勤務条件の状況

（１）標準的な勤務時間（病院、消防などの交替・変則勤務体制の職場を除く）
　　　１日の勤務時間：７時間45分
　　　勤　務　時　間：午前８時30分～正午、午後１時～５時15分
　　　１週の勤務時間：月曜日から金曜日までの38時間45分
　　　週　　休　　日：土・日曜日（ほかに国民の休日、年末年始も休日となります）

（２）年次有給休暇の取得の状況

総付与日数

16,346日

消化率

19.8％

平均取得日数

7.7日

全対象職員数

421人

総取得日数

3,237.1日

（３）行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

（４）職員の手当の状況（平成25年度普通会計決算）

※ほかに初任給調整手当、単身赴任手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、
　管理職員特別勤務手当などがあります。

※全対象職員数：非現業の一般職に属する職員のうち市長部局に勤務する職員

１級

64

18.7

計

342

100.0

７級

部長

14

4.1

６級

58

16.9

副部長
課長

５級

副課長

31

9.1

４級

係長・主査

68

19.9

３級

主任

53

15.5

２級

54

15.8

職務内容

職員数（人）

構成比（％）

主事・技師

管理または監督の地位にある職員（副課長相当職以上）に
37,700円～75,200円（一般事務職）を支給

種　類 内　　容

時間外
勤務手当

通勤手当

住居手当

扶養手当

管理職手当

退職手当

特殊勤務手当

期末手当
勤勉手当

585,257円

253,089円

148,900円

81,900円

133,254円

4,090円

14,600,535円

1,218,493円

支給職員1人当たり
平均支給年額

扶養親族のある職員に支給
●配偶者（13,000円）　　●そのほか（1人6,500円）
●15歳～22歳までの子（各5,000円加算）

27,000円を超える家賃を支払っている職員には
最高27,000円を支給

片道2キロメートル以上の場合に、通勤距離に応じて
2,000円～24,500円を支給

著しく困難、危険、不快、不健康な業務に従事した職員に支給

勤務年数および在職中の貢献度に応じて支給

正規の勤務時間（週38時間45分）以外の時間に勤務することを
命ぜられた職員（管理職手当を支給されている職員を除く）に
勤務時間に応じて支給

6月期、12月期の年2回に分けて支給
● 6月期　1.90月分（期末1.225月分、勤勉0.675月分）
●12月期　2.05月分（期末1.375月分、勤勉0.675月分）

人事行政の運営などの状況〔概要版〕を公表します
TEL人事課　　23‐7619問 本

平成25年度人事行政の運営などの状況を公表します。
なお、紙面の都合により〔概要版〕を掲載しますので、詳しくは市ホームページでご確認ください。

１．職員の任免および職員数に関する状況

２．職員の給与の状況

単位：人

（１）人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

（２）職員の初任給などの状況（平成26年4月1日現在）

※教育長は含まない
※定年：60歳（医師は65歳）　勧奨：定年前の早期退職
※対象期間：（退職）平成25年4月1日～平成26年3月31日、（採用）平成25年4年2日～平成26年4月1日
※再任用職員とは、定年などで退職した60歳代前半の者のうち公務内で働く意欲と能力があり、その知識・
　経験を活用していただくため再び採用された職員です。

退　　　職 【参考】職員数

定　年

14

1

6

7

28

－

採　用
勧　奨

4

2

6

－

計

21

9

2

17

7

56

9

H26.4.1

380

123

140

232

27

902

34

△ 10

△ 7

25

11

△ 32

△ 13

34

H21.4.1

390

130

115

221

59

915

－

26

10

7

20

63

18

自己都合など

3

6

2

11

22

9

事 務 職

保育・教諭職

消 防 職

医 療 職

技能労務職

合 計

再任用職員

初　任　給

172,200円

140,100円
行政職

大学卒

高校卒

経験年数10年

251,200円

225,800円

経験年数15年

310,600円

265,200円

経験年数20年

359,900円

320,300円

行政職平均

315,794円

住民基本台帳人口

49,475人

人件費率（Ｂ/Ａ）

22.6％

人 件 費（Ｂ）

48億8336万円

実質収支

8億7898万円

歳 出 額（Ａ）

215億3458万円新城市
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増減
H26ーH21



〈
回
答
者
の
属
性
〉

　
一
般
住
民
の
回
答
者
の
性
別
は
、
男

性
が
42
．
５
％
、
女
性
が
56
．
８
％
、

無
回
答
が
０
．
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
齢
は
、
新
城
地
区
と
鳳
来
地
区
で

60
〜
69
歳
の
割
合
が
高
く
、
作
手
地
区

で
は
30
〜
39
歳
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
比
率
は
、
小
数
点
以
下
第
２

位
を
四
捨
五
入
し
て
算
出
し
て
い
る
た

め
、
合
計
が
１
０
０
％
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
）
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総
合
計
画
見
直
し
の
た
め
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す下

し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発

生
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど

が
起
き
、
災
害
へ
の
危
険
性
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
で

地
域
の
防
災
体
制
が
脆
弱
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
低
下
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
学
校
教
育
施
設
の
整
備
」
が
低
下

　
小
学
校
の
統
廃
合
や
学
校
教
育
施
設

の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
な

ど
が
満
足
度
を
低
下
さ
せ
た
主
な
要
因

と
し
て
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
６
分
野
42
項
目
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、「
満
足
」「
や
や
満
足
」「
や
や

不
満
」「
不
満
」
の
４
段
階
の
う
ち
、

考
え
が
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
択
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
な
お
、「
満
足
度
」

と
は
、
有
効
回
答
の
う
ち
、「
満
足
」

「
や
や
満
足
」
を
選
択
し
た
回
答
の
割

合
と
し
て
い
ま
す
。

【
前
回
調
査
（
平
成
22
年
度
）
の
結
果

と
の
比
較
】

「
地
域
医
療
等
の
充
実
」
が
最
も
上
昇

　
各
項
目
で
比
較
し
た
場
合
、
前
回
調

査
か
ら
12
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
の

が
「
地
域
医
療
等
の
充
実
」
で
し
た
。

長
篠
に
公
設
助
産
所
「
し
ん
し
ろ
助
産

所
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
広
域
連
携

に
よ
る
医
療
機
能
の
向
上
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
満
足
度
は
35
％
と
依
然
と
し
て
低

い
状
況
で
す
。

「
住
民
参
加
へ
の
取
り
組
み
」
が
上
昇

 
各
種
の
計
画
づ
く
り
や
施
設
整
備
に

あ
た
っ
て
住
民
参
加
を
実
施
し
て
き
た

こ
と
、
地
域
自
治
区
制
度
を
導
入
し
て

住
民
と
行
政
の
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
上
昇

の
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
地
域
の
防
災
組
織
の
充
実
」
が
低
下

　
前
回
調
査
か
ら
３
．
４
ポ
イ
ン
ト
低

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
第
１
次
新
城
市
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
、
総
合
計
画
の
定
期
見

直
し
（
後
期
基
本
計
画
【
平
成
27
〜
30

年
度
】
の
策
定
）
の
資
料
や
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
た
め
、
平
成

19
・
22
年
度
と
同
様
に
、
住
民
５
，
０

０
０
人
と
市
内
の
中
学
３
年
生
全
員
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
も
市
内
に
「
住
み
た
い
」
と
の

回
答
が
76
．
４
％
、「
市
外
へ
転
居
し
た

い
」
が
13
．
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
別
に
み
る
と
、
年
齢
が
若
く
な

る
に
つ
れ
て
「
住
み
た
い
」
と
回
答
す

る
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
傾
向
は
前
回
調
査
か
ら
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
学
生
へ
の
同
じ
質

問
で
は
、「
住
み
た
い
」
が
42
．
０
％
、

「
他
の
所
に
住
み
た
い
」
が
30
．
７
％

で
し
た
。
前
回
調
査
と
比
べ
「
他
の
所

に
住
み
た
い
」
が
10
．
４
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
ま
し
た
。

TEL

企
画
課
　　
23
‐
7
6
2
1

問
本

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度

※住民基本台帳より、地区（旧市町村）別、年齢階層別、
　男女別の抽出率を設定し無作為抽出。
※調査結果は、一般住民5,000人を対象にしたデータを掲載
　しています。（回答者数は「n＝○○」と表示）

区分
調査期間

調査対象

有効回収数
有効回収率

1,924
38.5％

436
93.8％

平成26年5月19日㈪～6月2日㈪

〈調査手法〉
一般住民 中学生

満18歳以上の住民
の中から無作為に
選ばれた5,000人

市内の中学校に通
学する中学3年生
465人

※（　）内は、前回調査時の順位と満足度（％）

公共サービスの満足度の順位 （％）

…

…

１位（1位）
２位（2位）
3位（3位）

82.1(75.5)
72.3(70.1)
69.3(68.2)

42.5 56.8 0.7

男性
0 20 40 60 80 100（%）

n=1,924

女性 無回答

55.4 27.0 17.6

69.0 19.0 12.0

71.5 14.5 14.0

79.8 10.4 9.8

87.4 6.7 5.9

91.3 5.7

住みたい
0 20 40 60 80 100（%）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

市外へ転居したい その他

3.03.0

12.1 17.9 17.8 18.3 20.0 13.9
12.5 15.3 19.0 18.1 19.8 15.3
13.7 20.6 20.1 13.7 18.1 13.7

0 20 40 60 80 100（%）

1,232
464
204

n=
新城地区
鳳来地区
作手地区

18～29歳
70歳以上

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳

あ
な
た
は
、
今
後
も

新
城
市
内
に
住
み
た
い
で
す
か
。

76
．4
％
の
人
が

「
新
城
市
内
に
住
み
た
い
」
と
回
答

Ｑ1

　
ど
の
年
齢
で
も
「
病
院
や
診
療
所
な

ど
の
充
実
」
が
必
要
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
や
若
い
年
齢
ほ
ど

「
買
い
物
・
遊
び
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
施
設
の
誘
致
」
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
地
場
産
業
や
新
た

な
地
域
内
産
業
の
開
発
に
よ
る
働
く
場

の
整
備
」
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

新
城
市
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

施
設
の
誘
致
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る

Ｑ2

　
将
来
へ
の
不
安
と
し
て
、「
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」
が
52
．
０
％
で

最
も
高
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
半
数
以

上
の
人
が
「
少
子
高
齢
化
」「
過
疎
化
」

「
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」
を

不
安
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

３
つ
の
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は

地
区
別
、
年
齢
別
で
も
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
、
市
の
現

状
と
今
後
の
課
題
を
把
握
・
検
討
し
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
努
め

て
い
き
ま
す
。

 

な
お
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
結
果
は
調

査
の
一
部
で
す
。
全
体
を
ま
と
め
た
報

告
書
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
総
合
支
所
お
よ
び
新
城
図
書
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

あ
な
た
は
、
将
来
に
対
し
て
何
に
不
安
を
感
じ
ま
す
か
。

半
数
以
上
の
人
が
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
回
答 

Ｑ3

0 20 40 60 80 9070503010 100（%）

医療・福祉サービスの低下

少子高齢化の進行

地域の過疎化

家計の困窮

就業機会の減少

公共交通サービスの低下

犯罪の増加

自然環境の悪化

子育て環境の悪化

住環境の悪化

地域の無秩序な開発

防災対策の遅れ

地域コミュニティの崩壊

その他

52.0
67.2

74.4
51.7

44.5
42.3

50.7
40.5
40.3

25.4
23.6

17.8
19.0
23.2

13.4
18.3
17.6

13.5
11.5
17.4
25.8

11.4
13.1
17.6

10.7
10.4
11.5

7.6
4.7
6.2

6.1
5.2
9.3

7.0
6.5
8.7

4.9
4.7
5.2

0.9
1.0
1.3

H26年度調査
（n=1,867）
H22年度調査
（n=2,046）
H19年度調査
（n=2,679）

18～29歳 30～49歳 50～69歳 70歳以上

病院や診療施設などの充実

買い物・遊びなどのにぎわいのある
施設の誘致

女性が働きやすい環境づくりや子育
て支援制度の充実

地場産業や新たな地域内産業の開発
による働く場の整備

企業誘致などによる働く場の整備

通勤圏・生活圏の拡大のための交通
基盤整備

子どもの教育環境の充実

近所付き合いや地域内コミュニティ
の維持・充実

59.5

52.6

40.1

19.4

25.0

28.4

25.0

5.2

67.8

45.5

38.5

24.2

27.6

23.2

24.6

5.0

70.5

29.8

29.9

39.0

33.4

20.0

18.9

9.1

70.4

24.2

27.7

36.2

30.4

17.7

15.0

31.2

安全な水の供給
窓口サービスの応対
歴史遺産、文化財の保護・活用

11位（22位）
14位（ 7位 ）
23位（12位）

65.0(57.8)
62.3(65.7)
59.8(62.5)

住民参加への取り組み
地域の防災組織の充実
学校教育施設の整備

40位（42位）
41位（40位）
42位（41位）

35.0(22.8)
33.4(33.3)
30.4(29.7)

地域医療等の充実
第３次産業（サービス業）の振興
便利な市街地・中心街の整備
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
城
地
区

今
泉　
正
子　
　
22
‐
２
７
７
６

加
藤　
節
子　
　
23
‐
７
９
２
１

小
林　
　
薫　
　
25
‐
０
０
９
４

椋
木
繁
太
郎　
　
23
‐
４
５
４
６

森
谷　
京
秀　
　
22
‐
３
４
３
０

柗
本
百
合
子　
　
23
‐
１
０
６
７

鳳
来
地
区

鈴
木　
幹
雄　
　
32
‐
１
２
０
６

門
林　
恒
憲　
　
35
‐
０
１
３
５

柹
原
さ
よ
子　
　
32
‐
２
６
６
５

菅
沼　
善
子　
　
35
‐
１
０
８
６

作
手
地
区

竹
田　
洋
子　
　
38
‐
１
２
５
８

齊
藤　
政
道　
　
38
‐
１
３
６
１

※
敬
称
略

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
　

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
人
権
擁
護

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
第
66
回
人
権
週
間
」
と
し

て
、
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

特
設
相
談

・
新
城
地
区

12
月
９
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

新
城
文
化
会
館
１
０
４
会
議
室

・
作
手
地
区

12
月
９
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

虹
の
郷

・
鳳
来
地
区

12
月
17
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

12
月
４
日
㈭
〜
10
日
㈬
は
人
権
週
間
で
す

TEL

市
民
保
険
課
　　
23
‐
7
6
2
8

問
本

TELTELTELTELTELTELTELTELTELTELTELTEL

TEL

地
域
振
興
課
　　
32
‐
1
9
8
3

鳳

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

人
事
課
（
第
２
庁
舎
２
階
）、市
民
保

険
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

12
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮

人
事
課

【
任
期
付
短
時
間
勤
務
と
は
】

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
任

期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
、
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
に
比
べ
て
短
い

職
員
を
言
い
ま
す
。

採
用
試
験

12
月
14
日
㈰

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

作
文
試
験
、
適
性
検
査
、
面
接
試
験

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

市
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
募
集

TEL

人
事
課
　　
23
‐
7
6
1
9

問
申

本

平成27年度めざせ明日のまちづくり事業補助金募集について
市民自治推進課　　23‐7692　　23‐7694TEL FAX問申 本

TEL

地
域
振
興
課
　　
37
‐
2
2
7
9

作

時所

時所

時所内

所

時所時所

か   

と 

う         

せ 

つ  

こ

も 

り   

や          

た 

か 

ひ 

で

い 

ま
い
ず
み       

ま 

さ  

こ

む 

く 

の 

き 

し 

げ   

た  

ろ 

う

ま 

つ 

も 

と   

ゆ     

り    

こ

す 

ず   

き          

み 

き   

お

す 

が 

ぬ 

ま        

よ 

し   

こ

さ 

い 

と 

う        

ま 

さ 

み 

ち

た 

け   

だ           

よ 

う  

こ

か 

ど
ば
や
し       

つ 

ね 

の 

り

か 

き 

は 

ら

こ  

ば
や
し              

か
お
る

梅
岡
良
子
氏
の
退
任
に
伴
い
、
新

た
に
柗
本
百
合
子
氏（
新
城
・
市

川
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
）
採
用
予
定
の
任
期
付
短
時
間
勤

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
な
ど

人
数

15
人

家
庭
児
童
相
談
員
お
よ
び

母
子
自
立
支
援
員

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭

10
人

こ
ど
も
園
調
理
員

１
人

１
人

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

１
人

道
路
整
備
員

17
人

学
校
調
理
員

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
・
免
許
な
ど
）

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る
方

で
、
平
成
26
年
10
月
末
ま
で
に
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
と

し
て
の
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
り
、
そ
の
知
識
経
験
を
生
か

し
て
ク
ラ
ス
を
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る
方

調
理
師
免
許
の
あ
る
方
ま
た
は
給
食
調
理
業
務
（
保
育
園
・
幼

稚
園
ま
た
は
学
校
）
の
経
験
が
平
成
26
年
10
月
末
ま
で
に
２
年

以
上
あ
る
方

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る

方
で
、
平
成
26
年
10
月
末
ま
で
に
家
庭
児
童
相
談
ま
た
は
母
子

自
立
支
援
業
務
の
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る
方

車
両
系
建
設
機
械
の
運
転
資
格
を
有
す
る
方
で
、
平
成
26
年
10

月
末
ま
で
に
土
木
作
業
の
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
方

給
食
調
理
業
務
（
保
育
園
・
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
）
の
経
験
が

平
成
26
年
10
月
末
ま
で
に
５
年
以
上
あ
る
方

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
・
免
許
を
有
す
る
方
で
、
平
成
26

年
10
月
末
ま
で
に
児
童
ク
ラ
ブ
主
任
指
導
員
の
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ

り
、
そ
の
知
識
経
験
を
生
か
し
て
職
員
配
置
な
ど
の
事
務
が
で
き
る
方

?
　

東
三
河
８
市
町
村
が
設
立
を
目

指
し
て
い
る
「
東
三
河
広
域
連
合

（
仮
称
）」を
も
っ
と
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
皆
さ
ん
が
思
う
疑
問

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

広
域
連
合
は
何
を
目
指
し
て
い

る
の
？

広
域
連
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
単
独
で
は
行
う
こ
と
が
難

し
い
仕
事
や
、
広
域
的
に
行
っ

た
方
が
効
果
の
高
い
仕
事
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
で
市
町
村
の
仕
事
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
の

窓
口
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

の
？

広
域
連
合
は
、
８
市
町
村
と
役

割
を
分
担
し
、
互
い
に
連
携
し

て
仕
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
と
直
接
や
り
と
り
を
す

る
窓
口
の
仕
事
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

で
行
う
た
め
、
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
域
連
合
で
使
う
お
金
は
ど
う

す
る
の
？

広
域
連
合
で
使
う
お
金
は
、
８

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
ご

と
に
人
口
や
処
理
件
数
な
ど
の

割
合
に
応
じ
て
負
担
し
ま
す
。

「
お
し
え
て　

広
域
連
合
」　

第
３
号

TEL 東
三
河
広
域
協
議
会
広
域
連
合
設
立
準
備
室

　
0
5
3
2
‐
51
‐
2
3
7
7
　
　http://w

w
w
.east-m

ikaw
a.jp/

問

hp

QA

QA

QA

　市民のまちづくり活動を応援する「新城市めざせ明日のまちづくり事業補助金」の募集を開始します。
　平成27年度分の申請から募集期間、審査時期が変更になります。募集時期を早めることで、年度当初の
４月から事業を開始することが可能となり、活動期間が延長され、より利用しやすい補助金になります。
申請に関する詳しい情報については、市ホームページをご覧ください。
　
　申請期間　12月１日㈪～平成27年１月30日㈮
　審査会日　平成27年２月22日㈰（公開プレゼンテーション）

 お願い
申請を希望される方は申請手続きをスムーズに行うため、事業内容などについて事前に市民自治推進課へ
ご相談ください。

平成 25年度成果報告会の様子平成 26年度審査会の様子



NEWS SPOT

事
業
者
向
け
融
資
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

TEL

商
工
・
立
地
課

　　
23
‐
7
6
3
4

問
本

市
信
用
保
証
料
補
助
金

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
の
小
口
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
を
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
信
用
保
証
料
の
１
／
２
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上
限
は
10

万
円
で
す
。
補
助
申
請
は
信
用
保
証
料
納
付
日
か
ら
15
日
以
内
に
商
工
・
立
地
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
短
期
特
別
小
口
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
を
し
た
場
合
、
当
該
融
資
に
係
る
利
子
を
含
め
た
額
を
取
引
金
融
機
関
へ
完
済
し
た
後
、
正
規
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
申
請
は
返
済
完
了
日
か
ら
30
日
以
内
に
商
工
・
立
地
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
短
期
特
別
小
口
資
金

利
子
補
給
補
助
金

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
融
資
制
度
以
外
に
も
県
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
知
県
信
用
保
証
協
会

 
東
三
河
支
店
（
　
０
５
３
２
‐
５
７
‐
５
６
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
者
の
方
へ
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
融
資
（
マ
ル
経
融
資
）

利
子
補
給
補
助
金

市
商
工
会
の
推
薦
を
受
け
、株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資（
マ
ル
経
融
資【
返
済
期
間
が
12
カ
月
未
満
の
も
の
を
除
く
】）で
借
り
入
れ
し
、

当
該
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
12
カ
月
分
の
支
払
利
子
額
を
取
引
金
融
機
関
へ
返
済
し
た
後
、
正
規
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
申
請
は
支
払
利
子
額

の
支
払
完
了
日
か
ら
30
日
以
内
に
商
工
・
立
地
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
方
へ
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

TEL

融
資
制
度

小
規
模
企
業
等

振
興
資
金
融
資
制
度

通
常
資
金
（
振
）

５
，
０
０
０
万
円
以
内
運
転
　
７
年
以
内

設
備
　
10
年
以
内

３
年
以
内
　
１
．
６
％

５
年
以
内
　
１
．
７
％

７
年
以
内
　
１
．
８
％

10
年
以
内
　
１
．
９
％

３
年
以
内
　
１
．
４
％

５
年
以
内
　
１
．
５
％

７
年
以
内
　
１
．
６
％

１
．
６
％

運
転
　
７
年
以
内

設
備
　
７
年
以
内

運
転
　
1
年
以
内

設
備
　
1
年
以
内

１
，
２
５
０
万
円
以
内

（
協
会
保
証
残
含
む
）

５
０
０
万
円
以
内

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
50
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）
以
下

の
個
人
・
法
人
・
企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
【
宿
泊
業
、
娯
楽
業

を
除
く
】
は
５
人
）
以
下
の
個
人
・
法
人
・

企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
【
宿
泊
業
、
娯
楽
業

を
除
く
】
は
５
人
）
以
下
の
個
人
・
法
人
・

企
業
組
合

【
起
業
者
支
援
資
金
】
市
内
に
従
業
員
20
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下

で
新
規
開
業
し
よ
う
と
す
る
方

【
事
業
転
換
支
援
資
金
】
市
内
に
従
業
員
50
人

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）
以
下

で
事
業
転
換
し
よ
う
と
す
る
方

小
規
模
企
業
等

振
興
資
金
融
資
制
度

小
口
資
金
（
振
小
）

市
短
期
特
別
小
口

資
金
融
資
制
度

市
起
業
者
支
援

資
金
融
資
制
度

融
資
対
象

融
資
金
額

資
金
使
途
・
融
資
期
間

年
利
率

担
保
・
保
証
人

備
　
　
考

原
則
不
要
・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
据
置
１
年
が
可
能
な
分
割
返
済

・
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
が
必
要

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
が
必
要

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
継
続
し
て
３
年
以

　
上
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

・
現
行
事
業
の
３
分
の
１
以
上
廃
止
し
、
転
換

　
後
事
業
が
主
力
と
な
る
方

・
開
業
ま
で
に
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
新
規
開
業
す
る
満

　
年
齢
25
歳
以
上
の
方

・
開
業
ま
で
に
許
可
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

原
則
不
要

原
則
不
要

１
．
８
％

運
転
　
７
年
以
内

設
備
　
７
年
以
内

7
5
０
万
円
以
内

原
則
要
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em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

募
集

市
民
自
治
推
進
課
　
　
23
‐
7
6
9
2
　
　
23
‐
7
6
9
4

shim
injichi@

city.shinshiro.lg.jp

手
当
て

そ
の
ほ
か

　
　
　
消
防
署
救
急
担
当

　
　
　
　
22
‐
1
1
1
9

　
適
切
な
「
応
急
手
当
」
を
速
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
け

が
人
や
病
人
が
救
命
さ
れ
る
可
能

性
が
一
層
高
く
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。　
　
　

　
し
か
し
、「
動
か
さ
な
い
方
が
い

い
」「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
か

ら
、
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て

し
ま
う
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　
　

　
こ
の
機
会
に
、
応
急
手
当
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
ま
せ
ん
か
？

12
月
７
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法

中
学
生
以
上

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

筆
記
用
具

12
月
７
日
㈰

午
後
１
時
20
分
〜
４
時

※
午
後
1
時
開
場

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー 

「
い
ま
、
郷
育
力
を
問
い
な

お
す
」〜
新
城
の
未
来
に
不

可
欠
な
男
女
協
働
の
意
識
と

行
動
〜

※
講
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
タ

イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
気
楽

に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

鈴
木　
誠
氏

愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教

授
、
日
本
地
域
経
済
学
会
理

事
長
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

学
会
理
事
、
新
城
市
市
民
自

治
会
議
会
長

一
般 

１
０
０
人

無
料
（
先
着
順
）

※
託
児
有　
無
料
・
就
学
前
児

童
（
要
予
約
）

12
月
１
日
㈪
ま
で
に
市
民
自

治
推
進
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
22
‐
0
6
7
3

　
郷
土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
13
日
㈯　
午
後
２
時

設
楽
原
歴
史
資
料
館

「
新
城
市
の
文
化
財
情
報

〜
信
玄
砲
の
こ
と
〜
」

資
料
館
学
芸
員　
岩
山
欣
司 

４
０
０
円
（
資
料
代
）

催
し・行
事

募
集

こ
ど
も
未
来
課

　
23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　
32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

　
37
‐
2
2
7
9

　

児
童
扶
養
手
当
（
８
〜
11
月

分
）
を
12
月
10
日
㈬
に
振
り
込
み

ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
振

込
先
口
座
を
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に

支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
公
的
年
金
な
ど
を

受
け
て
い
る
た
め
、
児
童
扶
養
手

当
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

も
、
12
月
1
日
㈪
以
降
は
、
申
請

さ
れ
る
方
や
児
童
が
受
け
取
る
公

的
年
金
給
付
な
ど
の
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
も
低
い
場
合
に

は
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
差
額
の

計
算
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
未
来
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
来
所
さ

れ
る
場
合
は
、
現
在
受
給
し
て
い

る
年
金
の
金
額
が
分
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
5

　

平
成
26
年
１
月
以
降
に
建
物

（
車
庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま

す
）
の
新
築
・
増
築
ま
た
は
、
取

り
壊
し
を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
都
合
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

催
し・行
事

催
し・行
事

サイズ直しもOK!
まずはご相談下さい
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そ
の
ほ
か

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

普
通
救
命
講
習
会
開
催

催
し・行
事

問
TEL 郷

土
研
究
会
月
例
会

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

新城駅すぐ、初回相談無料
☆相続の手続きは、お早めに! 相続税が変わります。（H27.1.1～）

遺言・遺産分割協議書★出前セミナー・相談会 歓迎！

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

募
集
募
集

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

催
し・行
事

〒510-0873 三重県四日市市西松本町 10-32
TEL.059-350-2468　FAX.059-352-8785
www.cress-yakuhin.co.jp

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

　
　
福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
23
‐
0
1
3
3

　
　
こ
ど
も
未
来
課

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
等

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
23
‐
0
1
8
8

　
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
既
に
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
申
請
書
の
送
付
が
な
い

場
合
は
、
各
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
期
限
は
12

月
26
日
㈮
ま
で
（
消
印
有
効
）
で

す
。
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
の
子
育
て
世
帯
臨

時
福
祉
給
付
金
な
ど
の
申
請
書

は
、
勤
務
先
か
ら
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

各
給
付
金
の
詳
細
は
、
ほ
の
か

８
月
号
13
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
な
ど

の
申
請
受
付
が
終
了
し
ま
す

問
本

問
本

他

TELTEL

時所内講￥

時所内対￥ 定持

い 

わ 

や 

ま 

き 

ん  

じ

　
　
商
工
・
立
地
課

　
　
　
23
‐
7
6
3
4

　
大
規
模
小
売
店
舗
（
店
舗
面
積

が
1
，
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
小
売
店
舗
）
を
新
設
ま
た
は

変
更
す
る
設
置
者
は
、「
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
」
に
よ
り
県
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
周
辺
住
民
は
、
大
規
模
小
売
店

舗
の
設
置
者
が
「
そ
の
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
、
縦
覧

期
間
内
に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
新

設
計
画
を
し
て
い
る
設
置
者
の
縦

覧
情
報
は
次
の
通
り
で
す
。

店
舗
名

　
（
仮
称
）
ユ
ー
ホ
ー
ム
新
城
店

所
在
地

新
城
市
字
的
場
25
番
11
ほ
か

縦
覧
期
間

平
成
27
年
2
月
9
日
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
く
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問
申

消
TEL

問
申

本

TEL

FAX

募
集

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

TEL

問
本

大
規
模
小
売
店
舗
届
出
書

の
縦
覧
情
報

TEL

問
本

TELTEL
鳳作

TEL

問
本 家

屋
の
新
増
築
、取
り
壊

し
を
さ
れ
た
方

そ
の
ほ
か

手
当
て

AED

し
ん
し
ろ
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

時

定￥〆

em

所講 内
す 

ず   

き          

ま
こ
と き

ょ
う
い 

く
り
ょ
く

き
ょ
う
ど 

う



各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

議
事
調
査
課

　
23
‐
7
6
5
7

　
市
議
会
12
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日
時

12
月
11
日
㈭　
一
般
質
問

12
月
12
日
㈮　
一
般
質
問

12
月
15
日
㈪　
一
般
質
問

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像
中
継
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。 そ

の
ほ
か

手
当
て

募
集
募
集

そ
の
ほ
か
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広
告

広
告

佐野事務所
新城市字八幡15-14

☎0536-22-2233市役所西400m・法務局西隣

登記 相続

司 法 書 士
土地家屋調査士
行 政 書 士

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

時

　
　
商
工
・
立
地
課

　
　
　
23
‐
7
6
3
4

　
12
月
31
日
㈬
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
12
月
か
ら
平
成
27
年
１
月
に
か

け
て
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ

ー
東
三
河
支
所

　
　
0
5
3
2
‐
33
‐
3
7
7
7

12
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
途
中
参
加
不
可

セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
ネ
コ

の
譲
渡

県
内
在
住
の
成
人

審
査
有
り
。
集
合
住
宅
や
借
家

で
飼
育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど

を
持
参
。

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
当
て

催
し・行
事

催
し・行
事

忘新年会・各種ご宴会

おひつご飯で食べる自然薯コース
奥三河の幸と鳳来牛のくわ焼コース
ふぐ会席コース

………………8,640円～
……………9,720円～

…………………………………10,800円～

（
お
１
人
様
）

グルメ満喫宿泊プラン

山びこの丘 〒441－1945　新城市玖老勢字新井9
☎（0536）35-1191   ホームページ　http://www.sanyurin.jp/yamabiko

平成26年11月1日～27年2月28日

※詳細はお問い合わせください。
すべてのプランは宴会料理・朝食付・税込／飲み物代別／1室：3名様以上

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

ネ
コ
の
家
族
さ
が
し
会

問
本

TEL

土
木
課
　　
23
‐
7
6
3
8

問
本

TEL

問
本

TEL

［開館時間］
［休館日］

［貸出冊数］

午前９時～午後８時
月末、第３月曜日（第３月
曜日が祝日の場合は翌日）
一人８冊まで（15日間）

新着本紹介

年末年始の休館について

新城図書館のご案内

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

湊かなえ／著　
朝日新聞出版

「物語のおわり」
みなと

百田尚樹／著　新潮社
「フォルトゥナの瞳」
ひゃく  た   な お   き

さ い と う        ひろし

しょう    に     か

一般書

斉藤　洋／作　偕成社
「らくごで笑児科」

パイインターナショナル

「写真で知る！
　びっくり日本一」

児童書

サトシン／作　
山村浩二／絵
文渓堂

「うそだあ！」

なかやみわ／さく　
学研教育出版

「どんぐりむらの
　ほんやさん」

絵　本

　12月28日㈰から平成27年１月３日㈯
までの間、休館します。本の返却は、
図書館または鳳来・作手各総合支所に
あるブックポストへお願いします。

年末年始特別貸出について
　12月13日㈯から27日㈯までを特別貸
出期間とします。期間中は、一人15冊
まで、3週間借りることができます。

　
新
城
警
察
署

　
　
22
‐
0
1
1
0

　
12
月
１
日
㈪
か
ら
10
日
㈬
ま
で

の
10
日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
飲
酒
運
転
は
、

重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
・
危

険
な
違
反
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く

認
識
し
、「
飲
酒
運
転
は
酒
を
飲
む

人
も
、
飲
ま
せ
た
人
も
犯
罪
で
あ

る
」
こ
と
を

徹
底
し
て
、

飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

問
TEL 警

察
署
だ
よ
り

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

　
　
0
5
3
2
‐
54
‐
1
1
9
2

　
県
内
全
て
の
事
業
所
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
知
県
最
低

賃
金
」
は
、
時
間
額
８
０
０
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
県
の

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
（
７

業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
改

正
な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す

の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

　
　
0
5
3
2
‐
35
‐
6
1
2
7

　
個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納

期
限
は
12
月
１
日
㈪
で
す
。

　
11
月
中
旬
に
県
か
ら
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

銀
行
、
農
協
、
漁
協
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
金
額
が

30
万
円
以
下
の
も
の
）
ま
た
は
県

税
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
　

な
お
、Pay-easy

（
パ
ソ
コ

ン
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
税
金
な

ど
の
支
払
い
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
）
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て

納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
領

TEL
問
愛
知
県
最
低
賃
金
改
正

　
国
土
交
通
省
住
宅
生
産
課

　
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　
　
0
5
7
0
‐
0
6
4
‐
1
8
6

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
後
に
家
を

買
っ
た
方
、
こ
れ
か
ら
買
う
方
、

収
入
に
応
じ
て
、
最
大
30
万
円
の

補
助
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請

の
や
り
方
な
ど
、
事
務
局
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　

http://sum
ai-kyufu.jp/

TEL

問
す
ま
い
給
付
金

TEL
問

hp

hp

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

（
予
備
日
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

問
所

申
TEL

対 時内他

収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
を
除
く

金
融
機
関
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
）

　
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
希
望
の
方
は
口
座
を
開
設

し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ

し
、
手
続
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、

来
年
度
分
か
ら
の
取
扱
い
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

http://w
w
w
.pref.aichi.jp

/zeim
u/

ペ
イ
ジ 

ー

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
し
ま
し
た

　
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
３
３
０
カ
所
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
３
１
０
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
次
の
区
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
に
指
定
さ

れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
土
木
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
土
砂
災
害
警
戒
区
域
：
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

■
特
別
警
戒
区
域
：
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
中
で
も
、
住
宅
な
ど

が
損
壊
し
住
民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
区
域

門
谷
字

広
峰
、
広
表
、
栃
沢
、
柚
ノ
木
田
、

前
田
、
ト
ヤ
バ
、
宮
ノ
脇
、
黒
谷

富
保
字

京
兼
、
道
上
、
日
焼
、
上
大
草
、
宮

前
、
下
畑
、
上
貝
津
、
川
島
、
稲
干

場
、
荒
井
前
、
道
上
、
道
下

只
持
字

作
角
、
松
峯
、
杉
下
、
中
貝
津
、
宮

ノ
前
、
カ
ラ
サ
ワ
、
大
筋

指
定
地
区

指
定
区
域
名
自
然
現
象
の
種
類

富
保
字

西
谷
下
、
小
谷
下
、
京
兼
、
宮
前
、

下
畑
、
上
貝
津
、
岡
道
上

門
谷
字　
柚
ノ
木
田
、
広
表

只
持
字　
作
角
、
杉
下
、
カ
ラ
サ
ワ

只
持
字　
中
貝
津

土
砂
災
害

警
戒
区
域

※
平
成
26
年
6
月
27
日
指
定

※
同
じ
指
定
地
区
で
も
複
数
カ
所
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

土砂災害特別警戒区域を含む警戒区域

急傾斜地の崩壊土石流
土
石
流



a la carteしんしろ・知ろう

まちの話題まちの話題まちの話題
皆さんからの情報をお待ちしています。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

市内で栽培されている旬な食材を利用したレシピと、
食材の豆知識を紹介します。今月の旬な食材
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再発見！

103

　

作
手
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
２
月

８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
人
気
の
あ
る
展
示
の

一
つ
が
古
い
民
家
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
茅
葺
き
屋
根
の
民
家

を
そ
の
ま
ま
移
築
し
、
当
時
の

様
子
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

年
配
の
来
館
者
に
は
懐
か
し

く
、
若
い
世
代
の
来
館
者
に
は

物
珍
し
く
、
中
に
入
っ
て
ゆ
っ

く
り
見
学
を
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
　

電
気
が

普
及
す
る

前
の
暮
ら

し
に
は
、

住
む
人
々

の
知
恵
と

工
夫
が
ち

り
ば
め
ら

れ
て
い
ま

す
。
民
具
は
木
工
品
が
主
で
、

道
具
に
は
鉄
が
一
部
使
わ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
モ
ノ

を
作
る
た
め
の
道
具
も
手
作
り

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

民
具
は
一
つ
一
つ
機
能
的
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
美
し
さ
を

備
え
て
い
ま
す
。
大
量
生
産
の

必
要
が
な
い
時
代
、
生
活
に
必

要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
作

り
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
手
を

加
え
、
手
入
れ
も
し
、
長
い
間

大
切
に
使
っ
て
き
た
も
の
ば
か

り
で
す
。

　

当
館
で
は
、
こ
う
し
た
民
具

を
使
っ
て
、
春
と
秋
の
２
回

「
古
民
具
に
活
け
る
作
手
の
野

花
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
地
元
の
自
然
愛
好

家
に
よ
り
、
随
時
花
の
活
け
替

え
が
行
わ
れ
ま
す
。
民
具
の
ぬ

く
も
り
と
野
花
の
可
憐
さ
が
相

ま
っ
て
、
心
地
よ
い
空
間
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

古
い
民
家
、民
具
の
魅
力

文
化
課

　
32
‐
0
6
4
8

問
鳳

TEL

旬の食材を使った１品

『しめ鯖の
　　　　卯の花和え』

さ　ば

あ

　市内の大豆の栽培面積は約７ha、生産量は約
８ｔです。乾燥した大豆の約30％はタンパク質
で構成され、必須アミノ酸が豊富に含まれてい
ます。また、豆腐、豆乳、おから、きな粉、味
噌などさまざまな製品に加工されているため、
日々の食事に取り入れやすい農産物です。

☆作り方☆
①鍋におからを入れ、Aを加える。
②①を中火にかけ、木べらで混ぜながら、水
分がほとんどなくなってパラパラになるま
で炒って冷ます。

③しめ鯖は細切りにする。きゅうりは薄い小
口に切って塩でもんでおく。にんじんは細
い千切りにして軽くゆでる。

④③をボウルに入れ、②を加えて和え、器に
盛る。 レシピ：農村輝きネット・しんしろ

大豆の豆知識

大豆大豆大豆
☆材料☆ （４人分）
おから
酢
塩
砂糖

A

……………240ｇ
……………大さじ６
…小さじ１・１／２
…………大さじ３

しめ鯖
きゅうり
にんじん
塩

……１枚
…１本
…２cm

…………少々

　韓国・慶北大附付設中学校の生徒19人が新
城を訪れ、ホームステイなどを通して相互理
解を深めました。韓国の中学生と新城の中学
生との親善交流は29回目で、今年は作手中学
校で交流会を行いました。
　作手中学校の生徒は、和太鼓や剣道、弓道
などの伝統文化を紹介し、韓国の中学生は、
歌や楽器演奏、ダンスなどを披露しました。
その後は、一緒に五平餅を炭火で焼いて食べ
るなど異文化交流ができたようです。

韓国の中学生との交流
10月21日㈫

　「新城ラリー」が新城総合公園で開催され、あいに
くの雨にもかかわらず、国内最高峰のレースを観戦
しようと48,000人の観客で大いに賑わいました。
　ドライバーたちは、激しいエンジン音を響かせな
がら、猛スピードで観客の目の前を駆け抜けていま
した。

新城ラリー2014
11月１日㈯・２日㈰

田嶋伸博選手のデモラン

新城高校園芸科学科3年生が作成した「花のディスプレイ」



ecoとぴっくすエ コ
Topics

　市では地球温暖化防止の一環として、家庭や事業所などで誰でも気軽に取り組める「緑のカーテン倶楽
部」事業を実施しています。
　この事業は、ゴーヤ、アサガオなどのつる性植物を窓や壁面に茂らせ、夏の強い日差しを遮り、涼しい
風を部屋の中に呼び込むことで、エアコンをつける時間を減らし、省エネと二酸化炭素排出量の削減につ
なげていくことを目指すものです。
　今年度も、「家庭部門」と「事業所等部門」に分け、JA愛知東、中部電力㈱新城営業所との共催によるコ
ンテスト形式により、応募者の中から優秀な作品を表彰させていただきました。
　家庭部門14人、事業所等部門10組の応募の中から、９作品が表彰されました。表彰された取り組み作
品を紹介します。
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■
申
込
方
法

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
申
込
者
本
人
の
住

民
票
の
写
し
を
添
え
て
環
境
課
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
新
城
南
部
企
業
団
地
に
お
け
る
産
業

廃
棄
物
中
間
処
理
発
酵
施
設
の
操
業
に

よ
る
周
辺
地
域
の
環
境
へ
の
影
響
な
ど

の
課
題
に
関
し
、
市
民
、
事
業
所
お
よ

び
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
の

取
り
組
み
を
図
り
、
環
境
汚
染
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
本
会
議
を
設
置
し

ま
し
た
。
会
議
内
容
な
ど
は
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
城
市
産
業
廃
棄
物
等
関
連
施
設
の

設
置
に
係
る
紛
争
の
予
防
及
び
調
整
に

関
す
る
条
例
第
23
条
に
よ
り
、
新
城
市

産
業
廃
棄
物
等
対
策
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。
本
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
、
調
査
審
議
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
開
催
さ
れ
た
委
員
会
の
内
容
な
ど

は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
更
新
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
第
１
回
し
ん
し
ろ
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回
目
の

今
年
は
「
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
取
り
組
み
を
分
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
14
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

新
城
文
化
会
館

主
な
内
容

・
ご
み
減
量
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

・
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
無
料
回
収

※
対
象
は
市
民
の
方

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

・
中
部
環
境
先
進
５
市
の
取
り
組
み
紹
介

・
不
用
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

市
に
寄
せ
ら
れ
た
、
不
用
品
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
紹
介
・
販
売

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

の
発
展
途
上
国
か
ら
公
正
に
取
引

き
さ
れ
た
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

・
小
型
家
電
回
収

・
生
ご
み
の
水
切
り
器
・
乾
燥
汚
泥
肥

料
の
配
布

・
う
ち
エ
コ
診
断

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

・
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

・
市
産
市
食
・
エ
コ
レ
シ
ピ
紹
介

※
試
食
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

・
裂
き
織
り
体
験

使
わ
な
く
な
っ
た
布
を
再
生
し
ま

す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

環
境
課
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

　
23
‐
７
６
７
７
（
直
通
）

　
22
‐
０
５
５
４

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

■
名
称

　
新
城
市
鴨
ヶ
谷
墓
園

■
所
在
地

　
新
城
市
作
手
鴨
ケ
谷
字
門
前
16
番
8

■
募
集
区
画
数
（
2
区
画
）

　
面
積
２
．
１
㎡　
１
区
画

　
永
代
使
用
料　
１
５
０
，
０
０
０
円

　
面
積
３
．
56
㎡　
１
区
画

　
永
代
使
用
料　
２
４
１
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格　

〇
市
に
住
所
を
有
す
る
方

〇
使
用
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
３
年
以

　
内
に
墳
墓
な
ど
を
設
置
で
き
る
方

■
管
理
料

　
年
額　
３
，
５
０
０
円

■
申
込
期
間

　
随
時

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
兼
ゆ
り
か
ご

・
ベ
ビ
ー
バ
ス

・
ク
ー
ハ
ン
（
ベ
ビ
ー
キ
ャ

リ
ー
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
掛
布
団
ダ
ブ
ル

・
リ
ヤ
カ
ー　

・
厚
手
カ
ー
テ
ン

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、
④
品

名
と
特
徴
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

22
‐
0
5
2
1

22
‐
0
5
5
4

clean-center@
city.shinshi

ro.lg.jp

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

emhp TELFAX

浅井隆吉 様（黒田地区）
あさ い たかよし

渡辺君恵 様（富岡地区）
わたなべきみ え

山本晃司 様（城北地区）
やまもとあき じ

阿部和子 様（乗本地区）
 あ  べ  かず こ

森藤好章 様（上平井地区）
もりふじよしゆき

「緑のカーテン倶楽部」コンテスト 結果発表
く　　ら　　ぶ

「緑のカーテン倶楽部」コンテスト 結果発表
く　　ら　　ぶ

「緑のカーテン倶楽部」コンテスト 結果発表
く　　ら　　ぶ

家 庭 部 門

㈱イノアックコーポレーション 八名事業所 様

名菱テクニカ㈱
モータ事業部新城事業所 様

三菱電機㈱
名古屋製作所新城工場 様

さかえの郷
デイサービスセンター新城 様

事 業 所 等 部 門

最優秀賞

優秀賞

優秀賞優秀賞

特別賞

最優秀賞

優秀賞優秀賞

特別賞

最優秀賞

優秀賞

優秀賞優秀賞

特別賞

最優秀賞

優秀賞優秀賞

特別賞

第
１
回
し
ん
し
ろ
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

新
城
市
南
部
企
業
団
地
産
廃

対
策
会
議
を
設
置
し
ま
し
た

新
城
市
産
業
廃
棄
物
等
対
策

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

市
営
墓
園
の
使
用
者
募
集

時

問

所

FAX TEL
hp

環境課  　　　　　　　　23‐7677／　 22‐0554
クリーンセンター　　  　22‐0521／　 22‐0554
地域エネルギー推進課  　23‐7690／　 23‐1123

FAX

FAXTEL

TEL

FAXTEL

問
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